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、

辞
穐
締

議
会
報
告

　
本
村
議
会
定
例
会
は
六
月
十

一一

卲
ﾟ
前
十
時
、
村
議
会
議
場

に
招
集
さ
れ
、
会
期
二
日
間
に

渉
り
専
決
処
分
の
報
告
二
件
、

畿
案
、
七
件
、
請
願
陳
情
二
件

の
審
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
の
で

そ
の
状
況
を
報
告
い
た
し
ま
す

○
」
・
・
専
第
一
号
　
災
害
復
旧
事

業
資
金
の
起
債
に
つ
い
て

　
昭
和
三
十
六
年
度
に
発
生
し

た
集
中
豪
雨
に
よ
る
災
害
復
旧

事
業
資
金
と
し
て
、
百
三
十
万

円
を
起
債
す
る
こ
と
と
し
た
事

件
の
専
決
処
分
報
告
で
、
報
告

の
透
り
承
認
決
定
し
た
。

　
な
お
災
害
復
旧
事
業
は
地
内

鱈
、
．
山
下
曙
橋
、
田
野
頭
首
工

坪
谷
小
学
校
石
垣
復
旧
等
の
工
・

事
で
あ
る
。

O
…
専
策
二
号
昭
和
三
十
六

年
度
東
郷
村
才
入
才
出
予
算
の

追
加
更
正

　
専
第
一
号
に
よ
る
災
害
復
旧

事
業
資
金
の
起
債
に
伴
う
才
入

予
算
の
適
加
で
、
報
告
の
通
り

承
認
決
定
し
た
。
．
今
回
の
追
加

冨
2
也
に
よ
り
、
昭
和
三
十
六
年

度
の
予
算
総
額
は
、
九
千
二
百

七
十
九
万
四
千
百
二
十
円
と
な

っ
た
。

O
…
麟
集
欝
三
十
三
号
村
税

条
例
の
輔
部
を
改
正
す
る
条
例

の
翻
定
に
う
い
て

　
地
方
税
法
の
一
部
改
正
に
伴

い
》
村
税
条
例
も
そ
の
一
部
を

改
正
す
る
必
要
が
あ
り
提
案
さ

れ
た
。
改
正
の
重
な
点
は
住
民

税
で
あ
り
障
害
者
、
未
成
年
一

実
を
図
る
こ
と
と
し
た
。

他
た
ば
こ
消
費
税
の
税
率
を
百
．

．
分
の
十
一
か
ら
百
分
の
十
二
に
十
八
才
以
下
の
農
村
青
年
を
対
．

改
正
し
、
電
気
ガ
ス
税
の
税
率
象
と
し
た
S
A
P
運
動
）
の
諸
…

を
百
分
の
十
か
ら
百
分
の
九
に
…
経
費
八
万
三
千
九
百
円
、
公
営
．

．
引
き
上
げ
る
等
、
低
額
所
得
者
｝
住
宅
建
設
の
た
め
の
敷
地
購
入

の
税
負
担
の
軽
減
措
置
が
今
回
マ
費
・
設
計
手
数
料
等
四
十
四
万
．

　
　
　
金
と
し
て
一
金
二
百
万
円
を
起
一

　
　
．
債
す
る
議
案
の
通
り
可
決
し
た
一

　
　
〇
…
議
案
第
三
十
八
号
　
昭
和
一

　
　
三
十
七
年
度
東
郷
村
才
入
才
出
．

　
　
予
算
の
追
加
更
正

そ
の

　
　
　
農
村
青
年
の
学
習
活
動
（
二
…

改
正
さ
れ
量
な
点
で
原
案
皇
ハ
千
円
・
土
榛
虫
・
稲
黄
萎
．

灘
撚
講
難
獺
　

を
は
か
っ
た
た
め
・
こ
の
使
用
…
も
の
で
追
加
総
額
二
百
七
十
二
．

料
を
徴
収
す
る
こ
と
と
・
手
数
…
万
ご
千
円
が
提
案
さ
れ
原
案
の

料
に
つ
い
て
は
、
現
在
の
情
勢
皿
通
り
可
決
さ
れ
た
。

に
即
応
し
た
手
数
料
を
徴
収
す
↑
な
お
今
回
の
追
加
更
正
に
よ
鱒

る
た
め
の
改
正
条
例
で
審
議
の
㎝
り
、
本
年
度
の
予
算
総
額
は
一
　

結
果
原
案
の
通
り
可
決
し
た
。
　
億
五
百
六
十
九
万
四
千
円
と
な
．

　
な
お
使
用
料
及
び
手
数
料
は
　
つ
た
。

　
別
表
の
通
り
で
あ
る
。
　
　
　
「
○
…
議
案
第
三
十
九
号
　
昭
和
「

鞭
讐
量
鑛
蠣
推
言
…

村
鎌
賜
羅
欝
険
饗
舗
一
景

勧釦

y
熊
掌
聖
上
薦
幽
門
簸
輪
尉
整

著
し
く
低
下
し
た
た
め
、
こ
れ
一
通
り
可
決
し
た
。
　
　
　
　
　
…

を
廃
止
す
る
議
案
で
原
案
の
通
　
な
お
今
回
の
追
加
に
よ
り
、
「

り
可
決
し
た
。
　
　
　
　
　
　
本
年
度
予
算
は
・
一
千
三
百
九
［

．
○
…
議
案
第
三
十
六
号
村
道
ハ
十
一
万
九
千
円
と
な
っ
た
。

路
線
の
認
定
に
つ
い
て
　
　
　
…
○
…
請
願
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
向
原
（
寺
迫
）
か
ら
庭
田
に
．
、
広
瀬
護
岸
工
事
協
力
員
小
林
，

．
通
ず
る
向
原
庭
田
線
は
、
三
十
「
和
市
外
か
ら
提
出
さ
れ
た
「
耳
…

轟
羅
舗
嘆
銑
蟻
掛
諮
侃
噂
譜

一
た
め
、
こ
れ
を
村
道
と
し
て
認
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

…
定
す
る
議
案
で
原
案
の
通
り
可
、
委
員
会
に
審
査
を
付
託
さ
れ
た
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〇
…
陳
情

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
公
営
　
迫
之
内
訓
産
振
興
会
長
黒
木
．

昭雛臨」

東灘縫物1

付給
制
金

出
年
…
年
金
、
母
子
年
金

よ
民
…
準
母
子
年
金
及
び

　
　
　
…

き
国
・

　
　
　
…

墨給付はじまる
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の
給
付
が
は
じ
ま
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
こ
の
き
よ
出
制
国
民
年
金
は

　
　
　
　
　
　
　
福
祉
年
金
と
違
っ
て
保
険
の
方

　
　
　
　
　
　
　
法
を
と
っ
て
い
ま
す
の
で
、
こ

　
　
　
　
　
　
　
の
制
度
の
保
障
す
る
年
金
を
う

　
　
　
　
　
　
　
け
る
た
め
国
民
年
金
の
被
保
険

　
　
　
　
　
　
　
者
と
な
り
保
険
事
故
発
生
日
の

　
　
　
　
　
　
　
属
す
る
月
前
に
お
い
て
直
近
の

　
　
　
　
　
　
　
基
準
月
（
納
期
月
ロ
一
月
四
月

　
　
　
　
　
　
　
七
月
十
月
）
の
前
月
ま
で
引
き

現
在
老
人
の
方
や
続
き
一
年
以
上
保
険
料
を
納
め

母
子
家
庭
、
身
体
て
お
れ
ば
支
給
さ
れ
ま
す
。

障
害
者
が
も
ら
つ
　
　
そ
こ
で
本
年
五
月
か
ら
ぎ
ょ

て
い
る
の
は
無
き
出
制
の
国
民
年
金
の
受
給
権
が

よ
出
の
所
謂
保
険
発
生
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
か

料
を
納
め
な
く
て
ら
、
不
幸
に
し
て
生
計
の
中
心

良
い
こ
と
に
な
つ
者
を
失
っ
た
り
、
身
体
に
障
害

て
い
る
福
祉
年
金
を
き
た
し
た
り
し
て
受
給
権
者

で
あ
り
ま
す
が
、
　
と
な
っ
た
人
の
た
め
に
国
民
年

本
年
五
月
か
ら
は
金
の
受
給
手
続
き
に
つ
い
て
説

き
よ
出
制
の
障
害
．
明
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
な
お
詳
細
な
こ
と
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
は
役
場
の
国
富
年
金
係
り
に
て

遺
児
年
金
の
四
つ
　
お
尋
ね
下
さ
い
。

の
年
金
（
老
令
年
、
一
、
被
保
険
者
が
傷
病
に
か
か

金
は
十
年
目
き
）
　
つ
て
片
手
片
足
を
切
断
、
視
力

聴
力
・
咀
囎
等
の
機
能
を
欠
く
…
所
長
に
請
求
す
る
よ
う
に
．
、
つ
．

縫
鱗
驚
蟹

霧
羅
離
離
鋳
欝
並

樹
を
う
け
る
権
利
が
発
生
し
ま
…

す
。　

こ
の
受
給
権
が
発
生
し
た
ら
…

年
金
を
受
け
る
た
め
受
給
権
の
…

裁
定
手
続
（
請
求
）
を
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
　
．
　
・
　
｝

二
、
き
よ
出
制
国
民
年
金
の
受
…

給
権
の
裁
定
手
続
き
（
請
求
）

は
一
定
の
書
類
を
厚
生
大
臣
あ
一

直
　
用
料

琴
講
ポ
裁
葬

求
）
書
類
は
次
の
と
ζ
で
住

所
地
の
市
町
村
長
を
経
由
し
て

提
出
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。
　
（
用
紙
は
全
部
役
場
に
備
、

…
え
て
あ
り
ま
す
）

　
e
障
害
年
金
の
場
合

1
国
民
年
金
障
害
年
金
裁
定
請
．

｝
求
書
2
国
民
年
金
手
帳
3

国
民
年
金
印
鑑
票

　
　
　
　
　
　
　
　
4
戸
籍
抄

本
5
国
民
年
金
障
害
年
金
癬

…
疾
認
定
診
断
書

　
⇔
母
子
年
金
の
場
合

講
卿
耀
鮪
騨
…
非
常
に
利
用
度
が
高
く
な
っ
た
．
強
肩
議
の
彙
土
竃

綴
響
触
砦
鯉
繋
縛
ζ

県
民
税
の
税
額
控
除
で
、
障
蛍
三
〇
…
議
案
第
三
十
七
号

者
控
除
の
四
百
円
を
千
円
に
引
…
住
宅
建
設
事
業
資
金
の
起
債
に
・
芳
雄
外
か
ら
提
案
さ
れ
た
「
迫
　

き
上
げ
た
。
税
額
控
除
の
扶
養
．
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
之
内
畜
産
振
興
会
に
対
す
る
助
．

親
族
一
人
当
り
控
除
額
四
百
円
　
　
本
年
度
建
設
計
画
中
の
公
営
歳
方
に
つ
い
て
」
は
、
審
議
の
「

籍
難
鍵
田
赴
嚢
蘇
）
（
非
難
鱗
難
繍
爆
員
、
、
に
審
査
を

て
提
出
す
る
の
で
す
が
現
実
に
一
1
国
民
年
金
母
子
年
金
裁
定
誼

懸
雛
縫
鵜
麟
年
編
羅
金
罐
籍
腱

記
録
が
全
国
的
規
模
で
処
理
さ
　
本
　
5
住
民
票
謄
本

れ
て
い
な
い
現
在
で
は
、
厚
生
　
　
事
相
母
子
年
金
の
場
合

大
臣
が
こ
れ
を
行
う
こ
と
は
不
　
1
国
民
年
金
準
母
子
年
金
裁
定

可
能
な
の
で
、
さ
し
あ
た
り
支
請
求
書
　
2
国
民
年
金
手
帳

給
さ
れ
る
障
害
年
金
、
母
子
年
　
3
国
民
年
金
印
鑑
票
　
4
戸
籍

金
、
準
母
子
年
金
、
遺
児
年
金
　
謄
本
　
5
住
民
票
謄
本

の
四
年
金
は
受
給
権
者
の
住
所
　
　
四
遺
児
年
金
の
場
合

地
を
管
節
す
る
社
会
保
険
出
張
　
1
国
民
年
金
遺
児
年
金
裁
定
請

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
求
書
2
国
民
年
金
手
帳
　
3

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
国
民
年
金
印
鑑
票
　
4
戸
籍
謄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
　
5
住
民
票
謄
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
の
書
類
は
通
常
の
事
例
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
場
合
添
付
す
れ
ば
足
り
る
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
掲
げ
た
の
で
あ
っ
て
例
え
ば

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
母
子
年
金
の
裁
定
請
求
に
あ
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
嬢
疾
の
子
に
関
す
る
診
断
等

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
例
外
的
な
事
例
に
属
す
る
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
省
略
し
て
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
、
裁
定
請
求
書
を
提
出
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
国
民
年
金
証
書
が
交
付
さ
れ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
よ
出
制
国
民
年
金
を
受
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
は
支
払
の
請
求
が
必
要
で
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
年
金
は
所
得
保
障
と
い
う
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
本
質
か
ら
二
月
、
五
月
、
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
月
、
十
一
月
の
四
期
に
わ
け
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
そ
れ
ぞ
れ
前
月
ま
で
の
分
が
支

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
弦
わ
れ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
か
し
、
き
よ
出
制
国
民
塞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
皿
金
は
福
祉
年
金
と
違
い
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
案
内

．
．
．
婦
．
8
i
．
．
．
哩
．
i
．
瞳
噂
．
．
．
i
．
喧
哺
6
．
．
画
．
．
燭
．
鋼
幽
。
噌
8
．
’

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

牧
　
水

紫
陽
花
の
花
を
ぞ
お
も
ふ

藍
ふ
く
む

濃
き
む
ら
さ
き
の

花
の
こ
ひ
し
き

紫
陽
花
の
そ
の
潤
い
ろ
の

か
な
し
み
の

滴
る
ゆ
う
べ

蠣
の
な
く

，・・口■卿9・・■o■o●●…　　　●■．■8■鴫■■●嗣㎜．

用 用 業
機

住
宅
使

使
用

申
群
雲

種

料 料械
用
料 料

民
館 類

憶擁勇．
．　一　　　　一　」

ｰ
四
号
室

三
号
室

看
室 一

茎

大
広
間

百
分

〃
一一u日一

額

『
常
額

〃レレ「〃 日
額

一　　．　「　「　一

P
位

　　　　　　3　　　　　2　　　　　　　　　　　1
m露馨瀦畿雛四強草欝楚諜　畏が定にの者はつすな診衷第乙診七生（るにの保

ｧ購論羅雛舅纒＿四竃纏譲嚢轟灘書去翻早

吾
δ
○

蓋
○
円

t
i
○
円
以
内

δ
○

δ
○

三
〇
〇

l
i
I
三
〇
〇

π
○
○
○
円

@一一一

煌
z
’
　
　
・
　
　
　
　
L

と施
ｫ術　の

一　　　一

V
　
旨

に便
･
雰
収
前

7雫毎

�

籔
収

使
男
前

納
期

一
一　一　　．　　｝

“

1
1

4　　　　3　2

ﾘ難
1

備
　
o

1
に 金時 降てて及し前

i は 額間 の徴一ぷ二八 考
「 1 電 の未 使収割と用時

♂

ト 三十 用すのきがか1
、 虹の はる は

一一～．　r一　　　、一．　　　　　．　一　一一　　一　　．『　　，　一，　　　一一『一一　　　　　　　＿一一　一．r　　　　　　　　　　　　　　　　　　「皿「一一　｝皿一一幽．一一一一＿
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豪
齪
籍
暴
墾

と
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
五
月

霧
棚
賦
鎌
繕

一
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
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種
　
　
類

謄
本
下
附

手
数
料

抄
本
下
野

手
数
料

閲
　
　
覧

手
数
料

証
　
　
明

区
　
　
分

固
定
資
産

課
税
台
帳

住
　
民
　
票

潭
位

一
筆
又
は

噌
　
　
戸

原
本
一
枚

戸
籍
附
呈
〃

金
額八

○
四
〇

五
〇

瞼
譲
欝
な
7

．
六
〇

そ
　
の
　
他
　
一
　
件

五
〇

納
期
．

備

考

と申
　請
きの

一
枚
に
充
た
な
い
も
の
は
一
枚
遇
す
る

〃〃

地

図
＝
件
＝
・
○

灘
縫
＝
筆
又
間
髪
〇

住
民
票
＝
件

戸
籍
離
塁
〃

奪
無
難
な
冨
哺
三

三
〇

三
〇

四
〇

そ
の
他
τ
件
㎜
三
〇

獺
簾
継
τ
世
三
・

地

図
二
葉
一
四
〇

住1印

鑑
簿
二
回
二
〇
．

民
　
票
・
〃

三
〇

．
戸
籍
附
票
・
〃

三
〇

一
件
は
五
障
ま
で
と
し
、
藁
筆
以
上

一
筆
を
増
す
毎
に
十
円
を
加
算
す
る

申
請
の

曹
ζ
　
－
き

一
枚
に
充
た
な
い
も
の
は
一
枚
と
す
る

申
請
の

．
距
ζ
　
　
き

瞼
試
刷
な
＝
件
三
・
…

そ
　
の
　
他

資

〃

三
Ω

産
＝

鵜
鱒
囎
＝

庄件
「

五
〇

印

手
数
料
．
地

鑑
｝
”

　
ヨ
　

図
、
　
〃

一
f
一群㎝

U
五
〇
と
き

・
公
示
に
妨
げ
な

蔵
一
般
書
類
「
“

病
院
文
書

手
数
料

三
Ω

そ
　
の
　
他
．
〃
．

三
ρ

胴輔＿一貯

M戦
�ﾍ
搦Oｷ
筆
毎
ま

▼、 @一　rr

ζ・－

にで
¥と
~し
�O

諱f

ｷ上
驍ﾍ

，

診
断
　
轡

π
死
亡
診
断
書

一
件
；
○
Ω
申
請
の

国
用
診
璽
〃
…
二
〇
・
…
と
き

嘱

O

榊
隔

｛

．
　
F
陣
』
蔭
㌧
帥
ド
’

げ

．
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椎
茸
生
産
者
大
会
の
報
告

　
去
る
六
月
十
二
日
郡
内
椎
茸

生
産
者
の
大
会
が
西
郷
村
峯
公

民
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
会
は
県
の
主
催
に
よ
る
も
の

で
す
が
黒
木
知
事
を
始
め
林
務

部
長
、
林
産
課
長
並
び
に
県
議

会
林
務
電
気
常
任
委
員
、
温
水

経
済
連
会
長
等
出
席
し
関
係
当

局
が
如
何
に
椎
茸
生
産
に
対
し

て
関
心
を
寄
せ
て
い
る
か
、
そ

の
熱
意
の
程
が
伺
わ
れ
ま
し
た

更
に
生
産
者
に
お
い
て
毛
遠
く

は
北
川
村
あ
た
り
か
ら
も
バ
ス

貸
切
で
参
加
し
て
お
り
映
画
館

な
ど
も
あ
る
公
民
館
が
そ
れ
こ

そ
立
錐
の
余
地
も
な
い
ほ
ど
で

大
変
熱
の
こ
も
っ
た
大
会
に
な

り
ま
し
た
コ
一
時
に
開
会
し
知

事
三
主
七
四
側
の
挨
拶
の
後
、

椎
葉
の
村
喪
さ
ん
の
司
会
で
協

議
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。
協
議

の
内
容
は
今
後
の
椎
茸
増
産
対

策
と
値
下
り
対
策
の
二
点
に
し

ぼ
ら
れ
ま
し
た
。

　
椎
茸
の
増
産
対
策
に
つ
い
て

は
県
当
局
も
今
ま
で
に
な
い
力

の
入
れ
よ
う
で
今
年
度
は
次
の

ζ
と
を
重
点
に
指
導
し
た
い
と

忌
明
が
あ
り
ま
し
た
。

①
原
木
対
策
、
く
ぬ
ぎ
林
の
増

植
と
国
有
林
原
木
の
払
下
げ
を

推
進
し
原
木
の
確
保
を
計
る
。

　
こ
の
た
め
、
く
ぬ
ぎ
の
造
林

に
つ
い
て
は
補
助
金
を
従
来
よ

り
増
額
し
て
い
る
。

②
種
菌
対
策
、
県
営
種
駒
工
場

の
増
改
築
に
伴
い
同
工
場
に
干

飯
研
究
員
を
配
置
し
設
備
を
整

備
す
る
と
共
に
林
業
試
験
場
の

協
力
を
得
て
試
験
地
を
拡
充
し

優
良
品
種
の
選
抜
と
品
種
改
良

を
行
な
う
。
尚
、
椎
茸
価
格
の

安
定
を
は
か
る
た
め
斗
出
7
、

秋
出
3
の
割
合
で
種
駒
を
使
用

す
る
よ
う
指
導
の
徹
定
を
は
か

る
。
更
に
三
十
七
年
度
か
ら
国

費
補
助
に
よ
り
害
菌
防
除
の
研

究
を
県
林
業
指
導
所
で
行
な
う

③
生
産
指
導
対
策
、
林
業
改
良

指
導
員
お
よ
び
林
産
物
検
査
員

を
生
産
指
導
員
と
し
て
養
成
し

現
地
診
断
等
に
よ
る
指
導
を
行

な
い
栽
培
管
理
の
向
上
を
期
す

る
。
尚
生
産
掬
導
の
拠
点
と
し

て
部
落
単
位
に
、
し
い
た
け
生

産
小
組
合
を
結
成
し
次
の
事
業

を
行
な
う
よ
う
重
点
的
に
指
導

す
る
。
野

㈲
生
産
を
合
理
化
す
る
た
め
槽

場
、
浸
、
撒
水
施
設
、
乾
燥
施

設
等
の
共
同
事
業
の
実
施

09

寀
薰
ﾌ
共
同
購
入

⇔
椎
茸
の
共
同
販
売
（
共
同
出
｝

荷
、
共
同
入
札
）

　
次
に
、
値
下
り
対
策
に
つ
い

て
は
県
経
済
連
の
計
画
を
中
心

に
協
議
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

ま
つ
値
下
り
の
原
因
に
つ
い
て
弊

経
済
連
側
の
説
明
に
よ
り
ま
塗

上
り
物
が
余
っ
て
来
る
と
値
段

は
下
る
し
こ
の
経
済
の
原
則
が

そ
の
ま
ま
の
形
で
現
わ
れ
て
い

る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

即
ち
種
駒
に
よ
る
人
工
栽
培
が

行
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
か

ら
は
全
国
ど
こ
で
も
椎
茸
が
生

産
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と

れ
た
大
分
県
を
、
こ
こ
二
、
三

年
の
内
に
追
い
越
し
質
量
共
に

日
本
一
の
生
産
県
と
し
て
豊
か

な
郷
土
を
築
く
こ
と
を
目
標
に

癬
購
幅
難
船

一
の
決
議
の
線
に
基
づ
き
原
木
、

…
生
産
技
術
、
価
格
等
の
諸
対
策

｝
に
つ
い
て
協
議
す
る
た
め
近
く

［
村
内
生
産
者
の
会
を
催
す
予
定

で
あ
り
ま
す
の
で
多
数
の
出
席

一
を
希
望
す
る
次
第
で
す
。

憩
　
　
懸

　
　
　
愚
　
　
舶

、
↑

と
「
品
禦
歪
す
る
と
値
璽
．
…
…
…
＝
一
…
…
…
腫
．
ロ
・
…
…
…
一
…
…
…
…
・
…

　
　
　
q
　
　
　
｝

夏
嫌
み

に
よ
せ
そ

坪
谷
小
学
校
　
馬
　
場
　
　
一
　
義

勿参議院議員選挙風景勿

投票を待つ人々（リヤカーで一番乗り）

意中の人を投票（村の投票率76．24％）
①
②

昌
＝
＝
塵
■
口
≡
＝
＝
；
i
■
■
一
一
≡
刷
一
一
＝
口
昌
0
一
≡
≡
一
；
0
■
■
甲
辱
＝
＝
＝
一
i
8
唇
≡
≡
一
旧
一
●
●
■
寓
一
一
一
一
＝
一
一
三
日
働
一
一
＝
＝
一
＝

万
ら
な
い
よ
う
、
ま
た
ト
ラ
ホ

産
が
急
速
に
伸
び
て
来
た
こ
と

が
乾
椎
茸
の
値
下
り
に
直
接
の

影
響
を
あ
た
え
て
い
る
と
い
う

こ
と
で
す
そ
こ
で
こ
の
対
策
と

し
て
県
経
済
連
が
日
向
市
に
日

本
で
始
め
て
の
低
温
倉
庫
（
五

、
○
○
○
箱
収
容
の
能
力
が
あ

る
）
を
完
成
し
た
の
で
全
面
的

な
共
同
、
調
節
販
売
を
実
施
し

て
最
盛
期
の
乱
売
に
よ
る
値
下

げ
を
防
止
し
た
い
。
　
（
経
済
連

会
長
の
話
し
）
近
年
秋
駒
の
使

用
が
多
い
た
め
秋
茸
が
過
剰
生

産
に
な
り
、
そ
の
値
下
値
格
が

春
茸
の
生
産
期
ま
で
持
ち
越
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
秋
茸
の

需
要
期
は
三
ケ
月
し
か
な
い
の

で
秋
出
目
を
大
量
に
使
う
こ
と

は
椎
茸
値
下
り
の
誘
因
と
な
る

か
ら
秋
駒
3
、
春
駒
7
の
割
合

で
使
用
し
て
貰
い
た
い
。
尚
今

は
宣
伝
の
時
代
で
あ
る
。
椎
茸

を
売
る
た
め
に
は
椎
茸
を
た
く
一

さ
ん
喰
っ
て
賞
わ
ね
ば
な
ら
な
．

い
。
大
メ
ー
カ
ー
が
食
糧
品
を
【

宜
伝
に
よ
っ
て
売
る
と
同
様
、

乾
椎
茸
の
消
費
を
伸
ば
す
た
め

全
国
の
生
産
者
、
取
扱
い
業
者

が
協
力
し
て
宣
伝
を
実
施
す
る

こ
と
に
し
た
（
経
済
連
椎
茸
委
㎜

員
長
の
話
し
）
生
産
者
か
ら
は
｝

椎
茸
を
高
く
売
る
こ
と
も
大
事
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
　
今
年
も
ま
た
夏
休
み
が
参
り

特
に
大
都
市
週
辺
の
生
椎
茸
生
「
ま
し
た
。
子
供
た
ち
の
申
に
は

だ
が
安
く
ナ
バ
を
作
る
こ
と
が
一
れ
て
か
か
り
た
い
と
思
い
ま
す

更
に
必
要
な
の
で
そ
の
た
め
の
一
一
、
夏
休
み
の
子
供
の
生
活
は

指
導
を
積
極
的
に
お
願
い
し
た
｝
自
律
的
で
あ
り
子
供
自
身
納
得

い
と
要
望
が
あ
り
ま
し
た
。
以
一

山
に
川
に
海
に
と
、
そ
の
日
の

来
る
の
を
楽
し
み
に
待
っ
て
い

る
者
も
た
く
さ
ん
あ
る
と
思
い

ま
す
が
、
ご
父
兄
の
皆
さ
ん
の

な
か
に
は
四
十
日
余
り
の
長
い

休
み
を
ど
う
し
て
暮
ら
さ
せ
た

も
の
か
と
今
か
ら
心
配
し
て
い

ら
れ
る
方
も
お
あ
り
で
し
ょ

う
。
そ
こ
で
私
は
夏
休
み
に
お

け
る
子
供
の
生
活
指
導
に
つ
い

て
二
三
申
し
上
げ
て
見
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
夏
休
み
と
い
う
も
の
に
つ
い

て
二
つ
の
対
照
的
な
考
え
方
が

あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
一

つ
は
学
校
教
育
の
延
長
と
し
て

家
庭
に
お
い
て
日
頃
の
学
習
や

生
活
態
度
を
崩
さ
ず
休
み
申
も

続
け
て
行
く
と
い
う
考
え
方
と

今
一
つ
は
夏
休
み
の
本
来
の
姿

に
帰
り
、
も
つ
ば
ら
子
供
た
ち

の
夏
の
健
康
保
持
と
増
進
の
た

め
に
、
の
び
の
び
と
し
た
生
活

　
を
さ
せ
る
と
い
う
考
え
方
が
あ

る
と
思
い
ま
す
が
、
い
ず
れ
に

し
て
も
子
供
た
ち
の
大
事
な
人

間
形
成
の
た
め
の
一
コ
マ
で
あ

る
こ
と
に
は
異
論
は
な
い
こ
と

と
思
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
夏
休
み
の
計
画
と
運

営
を
考
え
る
に
当
っ
て
は
、
先

ず
次
の
三
点
を
十
分
考
慮
に
入

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
の
い
く
行
動
で
な
く
て
は
な
ら

女
直
に
つ
い
て
の
講
習
朧
灘
雛
鐸
蟹
騨
瓶
罫

時
間
を
か
け
て
や
ら
せ
な
く
て
一
ラ
ジ
オ
体
操
に
は
、

は
な
ら
な
い
。

三
、
子
供
の
負
担
を
軽
く
し
、

身
に
つ
く
よ
う
な
学
習
を
さ
せ
皿
時
間
ぐ
ら
い
は
毎
日
勉
強
し
ま

て
、
効
果
を
あ
げ
な
く
て
は
な
↑
し
よ
う

ら
な
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
…
3
遊
び
に
出
か
け
る
時
は
、
行

※
　
そ
の
口
口
は
ど
こ
ま
で
も
一
き
先
と
帰
る
時
刻
を
家
の
人
に

子
供
と
話
し
合
い
、
約
束
し
合
…
必
ず
言
っ
て
お
き
ま
し
よ
う

っ
て
家
族
み
ん
な
が
協
力
的
で
㎜
三
、
け
が
や
、
あ
や
ま
ち
を
し

あ
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
　
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
ま
し
よ

　
　
通
知
簿
の
成
績
を
見
た
親
・
う

※

脚
辮
難
壁
射
干
耀
意
事
項
を

り
す
る
こ
と
は
、
か
た
く
つ
つ

し
ま
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

※
親
は
ど
こ
ま
で
も
子
供
の

補
助
者
で
あ
り
ま
す
。
勉
強
を

し
て
い
る
子
供
の
机
の
そ
ば
で

針
仕
事
を
し
な
が
ら
勉
強
の
す

む
ま
で
お
伴
を
し
て
い
ら
れ
る

お
母
さ
ん
を
見
受
け
ま
す
が
、

ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
考
え
の
も
と
に

夏
休
み
を
有
意
義
に
楽
し
く
過

一
ー
ム
、
む
し
歯
、
申
請
炎
、
皮

一
膚
病
そ
の
他
の
病
気
は
休
み
の

，

申
に
な
お
し
て
お
き
ま
し
よ
う

皿
二
、
規
律
正
し
い
生
活
を
し
ま

し
よ
う
。

　1

＄
Q
、
早
起
き
を
励
行
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
つ
と
め
て

一
参
署
し
ま
し
よ
う

．
2
朝
の
う
ち
に
一
時
間
か
ら
二

ま
こ
と
繕
構
な
こ
と
と
思
い
　
ま
し
よ
う

2
交
通
事
故
に
あ
わ
な
い
よ
う

一
道
路
ば
た
の
遊
び
を
や
め
、
ま

た
右
が
わ
通
行
を
励
行
し
ま
し

一
よ
p
つ

正
危
険
な
遊
び
や
・
よ
く
な
い

舞
襲
磐
た
ら
な

｝
い
よ
う
、
気
を
つ
け
ま
し
よ
う

一
1
自
分
で
計
画
を
た
て
て
や
り

2
き
ら
い
な
教
科
の
勉
強
も
、

つ
と
め
て
や
り
ま
し
よ
う

・
す
考
子
供
と
話
し
倉
三
3
工
礁
嚢
採
集
等
の
よ

と
は
で
き
な
い
も
の
で
し
ょ
う

か
。　

次
に
そ
の
一
例
を
あ
げ
て
み
一

た
い
と
思
い
ま
す
。

「
私
た
ち
の
楽
し
い
夏
休
み
」

一
、
体
に
気
を
付
け
ま
し
よ
う
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

1
夏
は
体
の
弱
る
時
期
で
す
　
　

一
う
な
時
間
の
か
か
る
勉
強
も
根

…
気
よ
く
し
て
完
全
に
仕
上
げ
ま

　
し
よ
う

一
考
え
て
や
っ
て
見
ま
し
よ
う

．
五
、
お
う
ち
の
人
に
協
力
し
ま

し
よ
う
。

1
う
ち
の
人
と
相
談
し
て
手
伝

藝
そ
の
他
お
も
し
ろ
い
勉
強
を

ら
な
い
よ
う
注
意
し
ま
し
よ
一
2
兄
弟
げ
ん
か
は
し
な
い
よ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
し
ま
し
よ
う

ア
つ
　
　
　
・

欝
欝
噴
緯
毯
い
善
い
た
し
ま
し
考

国
難
㍑
鷲
離
鍵
魁
蛎

瓠
ち
の
人
た
ち
と
の
話
し
合

六
、
近
所
の
友
だ
ち
や
部
落
の

人
と
の
話
し
合
い
を
し
ま
し
よ

．
つ
。

1
親
子
会
、
子
供
会
に
参
加
し

て
楽
し
い
会
に
し
ま
し
よ
う

2
部
落
の
役
に
た
つ
よ
う
な
奉

仕
作
業
を
計
画
し
て
実
施
し
ま

し
よ
う

3
親
子
会
で
、
夏
休
み
の
楽
し

い
思
出
と
な
る
よ
う
な
行
事
も

計
画
し
ま
し
よ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
以
上

　
こ
れ
は
一
つ
の
例
に
す
ぎ
ま

せ
ん
が
、
要
は
子
供
た
ち
の
自

主
性
を
育
て
あ
げ
る
た
め
に
、

家
庭
の
み
な
さ
ん
が
、
ど
う
協

力
し
、
ど
う
実
践
し
て
下
さ
る

か
に
か
か
っ
て
い
る
と
思
い
ま

す
。

樽
、，

」

●
●

り

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　

）
酒　と　人　生
母》一《魚一一轟ムー▽働

山冠渡長

　
吾
々
人
生
の
生
活
に
対
し
て

酒
程
密
接
な
関
係
を
持
っ
て
い

る
飲
料
は
な
い
で
し
よ
う
。
人

の
子
が
オ
ギ
ヤ
ツ
と
翌
々
の
声

を
揚
て
か
ら
一
生
を
終
え
て
葬

式
に
な
っ
て
終
る
ま
で
や
れ
名

付
祝
い
だ
、
や
れ
初
詣
だ
、
や

れ
初
節
句
祝
だ
、
や
れ
何
だ
か

ん
だ
と
一
生
数
十
年
の
間
酒
と

離
れ
て
生
活
す
る
こ
と
は
出
来

な
い
の
が
人
生
と
酒
と
の
因
縁

で
あ
り
ま
し
よ
う
。
こ
れ
丈
人

生
生
活
と
切
離
す
こ
と
の
出
来

な
い
酒
は
い
っ
た
い
何
時
の
時

代
か
ら
出
来
た
の
だ
ろ
う
か
と

文
献
を
さ
ぐ
っ
て
見
ま
す
と
支

那
の
太
古
義
的
と
云
う
者
が
始

め
て
酒
と
い
う
飲
み
物
を
回
り

時
の
帝
に
贈
り
し
と
こ
ろ
帝
之

を
飲
み
で
甘
し
と
言
い
後
世
こ

の
酒
の
た
め
に
必
ず
身
を
亡
し

或
は
国
を
賑
す
者
あ
ら
ん
と
し

て
義
的
を
刑
し
た
り
と
あ
る
が

之
が
抑
々
酒
の
起
原
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
義
的
は
刑
せ
ら

れ
酒
は
人
生
か
ら
絶
縁
さ
れ
た

か
と
云
う
と
決
し
て
さ
に
あ
ら

繭
ず
其
後
次
第
に
醸
造
さ
れ
隣
り

ヒ一か

逞
ﾗ
へ
と
伝
わ
り
我
が
国
に

｝も
既
に
神
代
の
昔
か
ら
酒
が
伝

わ
っ
て
い
た
こ
と
が
素
三
二
導

が
日
野
川
の
上
流
に
隔
て
八
隅

の
大
蛇
を
た
い
ぢ
せ
ら
れ
た

こ
と
で
も
は
っ
き
り
と
判
り
ま

…
す
。
其
の
後
益
々
酒
の
種
類
も

一
多
く
な
り
質
も
だ
ん
だ
ん
と
改

良
さ
れ
て
人
生
の
生
活
に
最
も

快
楽
を
与
え
る
飲
料
と
さ
れ
人

々
に
愛
好
さ
れ
る
様
に
な
り
ま

し
た
。
酒
は
誠
に
重
宝
な
飲
料

で
あ
り
ま
す
。
而
し
こ
の
累
日

な
酒
も
之
を
使
用
す
る
人
の
心

掛
如
何
に
よ
っ
て
は
毒
と
も
な

り
薬
と
も
な
り
幸
福
と
も
な
り

不
幸
と
も
な
る
の
で
あ
り
ま
す

そ
こ
で
此
の
酒
を
用
ゆ
る
人
々

は
昭
憲
皇
太
后
陛
下
の
御
詠
み

に
な
ら
せ
ら
れ
た

　
花
の
春
紅
葉
の
秋
の
杯
も

　
ぽ
ど
ぽ
ど
に
こ
そ
く
ま
ま
ほ

　
し
け
れ

　
此
の
心
掛
け
で
酒
を
の
ん
だ

ら
間
違
は
起
ら
な
い
だ
ろ
う
と

私
は
最
近
に
な
っ
て
漸
く
覚
り

ま
し
た
。
卸
し
私
の
悟
は
あ
ま

り
に
も
遅
か
っ
た
。
も
う
少
し

早
か
っ
た
ら
な
あ
と
今
は
つ
く

づ
く
自
己
の
酒
に
対
す
る
心
の

用
心
が
足
り
な
か
っ
た
こ
と
を

後
悔
し
て
い
ま
す
。

　
さ
る
狂
歌
師
は
こ
ん
な
歌
を

詠
ん
で
い
ま
す
。

　
酒
飲
め
ぱ
　
い
っ
か
心
も
春

　
め
き
て
　
借
金
と
り
も
う
ぐ

　
ひ
す
の
声

　
と
こ
の
狂
歌
の
如
く
酒
を
飲

む
と
陶
然
と
し
た
心
に
な
っ
て

い
く
ら
借
金
取
が
こ
よ
う
と
府

の
山
の
神
が
ぷ
ん
ぷ
ん
怒
ろ
う

と
平
気
の
平
左
で
次
か
ら
次
へ

蝶
が
花
か
ら
花
へ
蜜
を
求
め
て

あ
さ
り
歩
く
様
に
飲
ん
で
廻
る

こ
れ
を
酒
飲
の
種
類
か
ら
申
す

と
梯
酒
と
云
い
ま
す
。
こ
の
梯

酒
の
外
に
ま
だ
酒
飲
の
種
類
は

た
く
さ
ん
あ
る
よ
う
で
す
。
二

三
h
げ
て
見
ま
す
と
山
芋
酒
、

歌
酒
、
一
三
、
踊
り
酒
、
眠
り

酒
色
乱
酒
等
ま
だ
揚
げ
れ
ば
い

く
ら
で
も
あ
る
で
し
ょ
う
が
以

上
揚
げ
た
中
で
一
番
間
違
を
起

さ
な
い
の
は
眠
り
酒
で
一
番
間

違
を
起
す
の
は
梯
と
山
芋
酒
で

し
よ
う
。
酒
を
好
む
人
々
は
こ

れ
だ
け
は
卜
し
ま
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
こ
の
種
類
か
ら
思

い
出
し
た
の
は
若
山
牧
水
先
生

の
詠
ま
れ
た
歌
に

　
白
玉
の
歯
に
し
み
透
る
秋
の

　
夜
の
　
酒
は
静
か
に
飲
む
べ

　
か
り
け
り

と
云
う
の
が
あ
り
ま
す
が
こ
れ

は
誠
に
い
い
歌
だ
と
思
い
ま
す

　
オ
ー
ル
酒
飲
た
ち
は
こ
の
心

境
を
三
っ
て
酒
を
飲
ん
で
貰
い

た
い
も
の
だ
と
私
は
最
近
特
に

感
ず
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
ん
な
こ
と
を
申
し
上
げ
る
と

如
何
に
も
酒
を
飲
む
こ
と
を
奨

励
す
る
様
に
聞
え
る
で
し
ょ
う

が
決
し
て
私
は
酒
飲
を
奨
励
は

致
し
ま
せ
ん
。
寧
ろ
禁
酒
を
奨

励
し
た
い
方
で
す
が
若
し
こ
の

禁
と
云
う
奴
が
中
々
人
の
諫
言

・
．
邑
8
3
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．
．
・
呂
・
3
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や
法
令
や
で
制
せ
ら
れ
る
よ
う

な
な
ま
や
さ
し
い
も
の
で
出
来

る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ

の
証
拠
に
は
我
々
は
今
目
か
ら

禁
酒
す
る
と
云
っ
た
人
で
断
乎

と
し
て
そ
れ
を
実
行
し
て
一
生

ぶ
つ
通
し
た
人
が
何
人
あ
り
ま

す
か
、
お
そ
ら
｛
東
郷
村
で
は

最
近
私
が
一
人
位
の
も
の
で
し

ょ
う
。

　
き
ん
酒
と
云
っ
て
も
こ
の
き

ん
酒
に
も
種
々
あ
り
ま
す
即
ち

近
酒
も
あ
れ
ば
勤
酒
も
あ
り
上

酒
あ
れ
ば
謹
酒
も
あ
り
で
き
ん

酒
と
云
っ
て
も
習
々
多
種
多
様

で
ど
の
き
ん
酒
が
ほ
ん
と
う
に

よ
い
の
か
全
く
不
可
解
に
な
っ

て
来
ま
す
の
で
き
ん
酒
の
実
行

は
中
々
む
つ
か
し
い
も
の
で
す

要
は
心
の
問
題
で
あ
り
ま
す
。

　
一
　
今
日
を
限
り
の
命
と
も

　
が
な

　
で
自
分
は
い
つ
死
ん
で
も
よ

ろ
し
い
、
命
は
惜
し
く
な
い
。

家
は
ど
う
な
っ
て
も
か
ま
わ
な

い
。
只
自
分
さ
え
飲
ん
で
楽
し

く
其
の
日
其
の
日
を
く
ら
せ
る

な
ら
自
分
の
地
位
も
人
格
も
一

家
の
和
楽
も
何
も
考
え
な
い
。

大
馬
鹿
者
は
大
い
に
飲
む
べ
し

そ
し
て
日
の
本
一
の
倉
で
も
の

み
と
る
こ
と
も
又
日
本
の
男
子

と
し
て
の
本
懐
な
り
と
固
く
信

じ
て
疑
わ
ざ
る
人
々
は
大
い
に

動
酒
し
て
貰
い
た
い
と
奨
励
は

致
し
ま
せ
ん
。

　
要
は
前
に
も
申
述
べ
ま
し
た

よ
う
に
如
何
時
、
如
何
な
る
愉

快
な
酒
宴
に
相
遇
し
て
も
心
を

静
か
に
し
て
度
肝
を
す
え
て
静

か
に
飲
む
べ
か
り
け
り
で
あ
り

ま
す
。
而
し
て
第
一
次
会
が
済

ん
だ
な
ら
第
二
次
第
三
次
第
四

次
と
梯
を
催
さ
ず
に
さ
っ
さ
つ

と
楽
し
い
吾
家
を
さ
し
て
帰
ら

れ
る
様
に
し
た
い
も
の
で
す
。
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そ
う
せ
ら
る
る
事
を
希
望
し
て

止
み
ま
せ
ん
。

酒
飲
み
て
脳
溢
血
と
な
る
人
的
で
清
気
溢
れ
て
い
杢
心
身

ま

　＝季節保育所風景＝
①無心に遊戯を楽しむ園児

④午睡をとる園児、夢は果していつくに

　　　一
　　　　　　　　一　｝一

◇
か
ん
か
ん
照
り
つ
け
る
太
陽

厚
い
層
の
入
道
雲
、
深
緑
の
山

な
み
、
す
べ
て
が
真
夏
の
訪
ず

れ
を
告
げ
て
い
る
。

　
夏
は
四
季
の
う
ち
最
も
男
性

を
鍛
う
に
は
最
適
の
季
で
あ
る

こ
の
季
を
逸
せ
ず
に
大
い
に
鍛

錬
し
よ
う
。

山
は
招
く
1
1
”
海
も
招
く
”

◇
七
月
二
十
一
日
か
ら
村
内
各

小
中
学
校
と
も
夏
休
み
と
な
る

学
童
達
は
学
校
と
い
う
き
ま
り

正
し
い
集
団
生
活
の
場
か
ら
解

放
さ
れ
て
、
専
ら
家
庭
や
地
域

社
会
で
の
生
活
に
入
る
の
で
、

解
放
感
も
手
伝
っ
て
生
活
が
不

規
則
に
な
り
勝
ち
で
あ
る
。

◇
朝
寝
、
夜
ふ
か
し
等
々
放
縦

な
生
活
が
待
ち
う
け
て
い
る
。

色
々
な
誘
惑
も
待
っ
て
い
る
。

親
子
よ
く
語
り
合
っ
て
可
能
の

実
践
計
画
を
た
て
て
、
子
供
に

よ
い
躾
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
こ

と
も
、
夏
休
み
に
課
せ
ら
れ
た

大
き
な
学
習
の
一
つ
で
は
あ
る

ま
い
か
。

◇
子
供
の
自
由
は
尊
ば
ね
ば
な

ら
ぬ
。
だ
が
タ
ゴ
ー
ル
の
官
の

よ
う
に
「
束
縛
は
自
由
へ
の
け

ん
制
力
で
あ
る
」
こ
と
も
躾
す

る
場
合
に
は
考
う
べ
き
こ
と
で

は
あ
る
ま
い
か
。

　
梅
雨
は
れ
て
青
田
に
風
の
わ

　
た
り
け
り、
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